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　0 . 2mmスライス厚による高分解能イ
メージング，66msの時間分解能によるス
ペクトラル解析，電気ノイズの影響を排
除した低ノイズ画像の実現，これらはすべ
て「NAEOTOM Alpha」（図1）による冠
動脈イメージングで活用される特長である。
従来の固体シンチレーション検出器を搭
載するCT装置（EID-CT）ではとらえるこ
とができなかった情報が，NAEOTOM 
Alphaでは得られ，冠動脈CTの画像診断
にも影響を与える臨床結果が報告され始
めている1）～3）。本稿では，高分解能で低
ノイズ，そして，オンデマンドにスペクトル
解析を利用できるDual Source photon-
counting CT：NAEOTOM Alphaがもた
らす臨床的有用性を紹介したい。

■  0.2mmスライス厚による
高分解能イメージング

　NAEOTOM Alphaは，Dual Source 
CTとしての高い時間分解能（ハーフ再
構成：66ms）と高速撮影（最速73cm/s）
を兼ね備えたphoton-counting CTであ
り，モーションアーチファクトの克服が
重要となる冠動脈イメージングでも，
シャッタースピードの高さを生かした高
分解能イメージングが可能である。体軸
方向のスライス厚は最小で0 .2mm，面
内の空間分解能は0 .11mmを実現して
おり，EID-CTと比べて約3倍の空間分
解能を有する。空間分解能の向上が求
められる代表例として，高度石灰化や
細径ステントの内腔評価が挙げられるが，
0.2mmスライス厚による高分解能イメー
ジングは，ブルーミングアーチファクト
の影響をより抑えた狭窄評価やプラーク
性状の把握，ステント内再狭窄の評価
が可能となっている（図2，3）。
図2に冠動脈ステントにおける高分解

能イメージングの効果を示す。一般的な
kernelを用いた0.6mm画像（図2 a）で
はブルーミングアーチファクトの影響を

受けステント内腔の描出が曖昧だが，
sharp kernelを適用した0 . 2mm画像
（図2 b）では明瞭に内腔が観察できる。
特に，0 . 2mm画像におけるノイズの上
昇が低く抑えられていることは特筆すべ
き特長の一つで，0.6mm画像と比べて
スライス厚が1/3，かつ骨や肺野の評価
にも使うsharp kernelを適用している
にもかかわらず，ノイズの上昇を抑えた
高精細な画像が提供されている。
　加えて，CT装置がX線を利用するモ
ダリティである以上，基本性能の向上
と被ばく低減を切り離して考えることは
できないが，NAEOTOM Alphaは
0.2mmスライス厚による高分解能イメー
ジングの運用が，ヨーロッパの診断参考
レベル4）を十分下回る線量レベルで実現
できている（図 3）。その理由として，
photon-counting CTはEID-CTと異な
りX線の検出過程で光に変換する過程
がなく，検出器に物理的な隔壁を用意
する必要がないことが挙げられる。その
ため，幾何学的な線量利用効率は常に
100%を達成しており，空間分解能と画
像ノイズのバランスが取れた理想的な高
分解能イメージングを実現している。ま
た，photon-counting CTは，X線フォ
トンのエネルギー情報が得られる特性を
生かして，検出器回路で発生する電気
ノイズを恣意的に除去することができる。
これらの特長は，ノイズ対策が必要とな
る高分解能イメージングにおいて重要で，

NAEOTOM Alphaは同等線量で撮影
したEID-CTと比べて，最大で47%の
画像ノイズ低減効果があることが示され
ている5）。

■  66msの時間分解能による
スペクトラル解析

　高度石灰化は冠動脈CTにおける狭
窄評価の診断能を低下させる主な原因
とされており，コントロール不良の高心
拍や心拍不整とともに克服すべき課題と
なっている。NAEOTOM Alphaは
66msの時間分解能によるスペクトラル
解析が可能であり，心筋虚血や梗塞の
評価に加えて，冠動脈の石灰化除去を
目的としたアプリケーション「Quantum 
PURE Lumen」も搭載している。
　Quantum PURE Lumenは，物質弁
別と仮想単色X線画像を組み合わせた
アルゴリズムを採用しており，画像から
カルシウム成分を選択的に除去できるこ
とに加え，任意のエネルギーレベル
（keV）の画像表示が可能となっている
（図4）。そのため，石灰化によるブルーミ
ングアーチファクトの影響を排除した内
腔評価ができ，従来，冠動脈CTの適用
が制限されてきた高度石灰化病変の診
断能向上に期待が持たれる6）。不要な心
臓カテーテル検査を回避することにつな
がり，ゲートキーパーとしての重要な役
割を果たすと考える。また，Quantum 
PURE Lumenは，冠動脈をはじめ，末
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